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各
常
任
委
員
会
は
、
定
め
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

一
年
間
の
委
員
会
の
調
査
活
動
を
踏
ま
え
、
取
り

組
む
べ
き
政
策
を
執
行
部
に
提
言
、
ま
た
、
意
見

書
を
発
議
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

テ
ー
マ
「
い
ば
ら
き
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」

○
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
に
向
け
た
情
報
の
迅
速
か

つ
正
確
な
提
供

○
市
町
村
や
各
種
団
体
を
巻
き
込
ん
だ
情
報
発
信
の
強

化
、
県
民
自
ら
が
参
加
す
る
機
運
づ
く
り　

な
ど

環
境
商
工
委
員
会

テ
ー
マ
「
霞
ヶ
浦
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
」

○
水
質
浄
化
を
進
め
る
た
め
の
流
域
・
湖
内
対
策

○
県
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援　

な
ど

テ
ー
マ
「
震
災
を
踏
ま
え
た
今
後
の
観
光
振
興
策
」

○
風
評
被
害
の
拡
散
防
止
・
払
し
ょ
く
、
県
内
観
光

地
・
宿
泊
施
設
へ
の
誘
客　

な
ど

保
健
福
祉
委
員
会

テ
ー
マ
「
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
輝
い
て

育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」

を
発
議
し
、
十
二
月
二
十
日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

農
林
水
産
委
員
会

テ
ー
マ
「
農
林
水
産
業
と
多
様
な
業
種
・
業
態
と
の

連
携
な
ど
に
よ
る
所
得
向
上
や
地
域
活
性
化
」

○
農
林
水
産
基
盤
の
災
害
復
旧
、
県
農
林
水
産
物
の

安
全
性
の
確
保
、
風
評
被
害
対
策

○
農
商
工
連
携
と
六
次
産
業
化
の
推
進　

な
ど

土
木
委
員
会

テ
ー
マ
「
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
県
土
づ
く
り
」

○
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

○
港
湾
の
減
災
対
策
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
の
充
実

強
化

○
津
波
浸
水
想
定
区
域
図
の
見
直
し　

な
ど

　
文
教
治
安
委
員
会

テ
ー
マ
「
心
身
と
も
に
健
康
で
元
気
な
子
ど
も
た
ち

の
育
成
」

○
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

○
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

テ
ー
マ
「
地
域
社
会
と
の
連
携
に
よ
る
元
気
で
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
、
規
範
意
識
の
向
上

○
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
拡
充　

な
ど

※【AED】…自動体外式除細動器。心室細動(心臓が細かく震えて血液を全身に送ることができない状態)を自動判断し、電気ショックを与えて蘇生する機器。音声ガイダンスで誰でも使用して救命できる。ことば
※【分割質問方式】…質問を大項目ごとに分割して行い、答弁を受ける方式。

神
達
岳
志
委
員
（
自
民
）　

経
済
や
雇
用
が
元

気
に
な
ら
な
く
て
は
真
の
復
興
と
は
言
え
な
い
。

施
設
被
害
や
受
注
減
な
ど
に
苦
し
む
企
業
経
営

者
の
声
を
聞
く
が
、
本
県
製
造
業
の
中
核
を
な

す
中
小
企
業
へ
の
対
応
は
。

商
工
労
働
部
長　

資
金
面
や
二
重
ロ
ー
ン
問
題

へ
の
対
策
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
中
小
企
業
グ

ル
ー
プ
補
助
金
に
よ
る
被
害
施
設
・
設
備
の
復

旧
支
援
や
受
注
減
に
対
応
し
た
技
術
提
案
型
商

談
会
の
開
催
に
よ
る
販
路
開
拓
の
促
進
な
ど
、

実
態
に
即
し
た
支
援
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
交
付
金
、
災
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

東
日
本
大
震
災
復
興

基
金
を
活
用
し
た
被
災
住
宅
復
旧
の
た
め
の
利

子
補
給
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
借
り
入
れ
が

難
し
い
高
齢
者
や
、
住
宅
に
被
害
が
な
い
宅
地

の
み
の
復
旧
な
ど
、
制
度
を
活
用
で
き
な
い
住

宅
被
災
者
に
対
す
る
支
援
は
ど
う
す
る
の
か
。 

知
事　

全
市
町
村
に
対
し
交
付
す
る
「
市
町
村

復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
も

ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
宅
地
の
み

の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
利
子
補
給
制
度
の
対
象

に
含
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
グ
ル
ー
プ
へ
の
さ
ら
な

る
支
援
、
障
が
い
者
の
雇
用
対
策
な
ど
も
質
問
）

先
﨑
光
委
員
（
自
民
）　

耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
交
付
金
制
度
が
充
分
に
理
解
さ
れ
て
お
ら

ず
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。
今
後
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
業
委
員
に
交
付
金
の
制
度

や
使
い
勝
手
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
力

す
る
。
認
定
農
業
者
な
ど
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
ほ
か
、
広
報
紙
や
ラ
ジ
オ
な
ど
も
活
用
し
な

が
ら
、
ま
ず
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
土
地
な

ど
を
選
び
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
学
園
の
あ
り
方
、「
親
が
変

わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
運
動
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

看
護
職
員
の

確
保
の
た
め
養
成
の
推
進
が
重
要
だ
が
、
県
立

中
央
看
護
専
門
学
校
で
は
施
設
や
設
備
の
老
朽

化
へ
の
対
応
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
十
分
な

教
育
を
提
供
で
き
る
の
か
心
配
さ
れ
る
が
、
今

後
ど
う
考
え
整
備
や
更
新
を
進
め
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、

日
々
進
歩
す
る
医
療
に
対
応
で
き
る
看
護
職
員

の
育
成
の
た
め
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。
中
長
期
的
な
施
設
・
設

備
の
修
繕
や
備
品
の
購
入
・
更
新
の
計
画
を
よ

り
具
体
的
に
立
て
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
圏
央
道
沿
線
地
域
の
開
発
も
質
問
）

島
田
幸
三
委
員
（
自
民
）　

大
規
模
災
害
時
に

避
難
者
な
ど
へ
の
支
援
を
効
果
的
に
展
開
す
る

た
め
、
備
蓄
倉
庫
や
支
援
部
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
拠
点
と
な
る
敷
地
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
小
美
玉
市
内
の
未
造
成
の
工
業
団
地
や
公

共
施
設
な
ど
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
長　

備
蓄
倉
庫
や
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
地
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
大
規
模
災

害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
委
員
の
提

案
も
踏
ま
え
て
、
地
域
防
災
計
画
改
定
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
職
員
数
の
適
正
化
、
消
防
団
活
動
、

犯
罪
抑
止
対
策
な
ど
も
質
問
）

細
谷
典
男
委
員
（
無
所
属
）　

災
害
時
に
お
け

る
建
設
業
協
会
と
の
さ
ら
な
る
協
力
体
制
の
構

築
に
向
け
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

導
入
を
進
め
る
取
り
組
み
や
、
総
合
評
価
方
式

で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
加
点
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
。

土
木
部
長　

地
元
建
設
業
者
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
導
入

し
、
災
害
時
に
事
業
を
継
続
す
る
体
制
づ
く
り

は
、
迅
速
な
復
旧
活
動
の
上
で
、
県
と
し
て
大

変
心
強
い
。
他
県
の
動
向
や
建
設
業
者
の
意
見

を
踏
ま
え
、
導
入
へ
の
取
り
組
み
や
総
合
評
価

方
式
で
の
取
り
扱
い
を
十
分
研
究
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
災
害
時
に
お
け
る
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
運
用
管
理
、
人
事
委
員
会
勧
告
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

東
海
第
二
原
発

三
十
キ
ロ
圏
内
に
百
万
人
を
抱
え
る
本
県
で
は

避
難
計
画
の
策
定
な
ど
困
難
な
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
一
方
、
再
稼
働
中
止
と
廃
炉
を
求
め

る
署
名
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
知
事
の
見
解
は
。

知
事　

今
後
、
東
海
第
二
発
電
所
に
対
す
る
国

の
方
向
性
が
出
た
段
階
で
、
県
原
子
力
安
全
対

策
委
員
会
の
専
門
的
・
技
術
的
見
地
か
ら
の
検

証
や
県
原
子
力
審
議
会
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

県
議
会
や
地
元
自
治
体
と
協
議
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
発
事
故
に
よ
る
不
安
・
不
信
解

消
の
た
め
の
健
康
調
査
の
実
施
、
特
別
支
援
学

校
の
不
足
教
室
の
解
決
策
な
ど
も
質
問
）

菅
谷
憲
一
郎
委
員
（
民
主
）　

少
子
化
が
止
ま

ら
な
い
最
大
の
要
因
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
の
難
し
さ
に
あ
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
開
設
時
間
を
延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
や
、
指
導
員
の
勤
務
体
制
の
工

夫
に
よ
り
時
間
延
長
を
行
っ
て
い
る
事
例
の
紹

介
な
ど
に
よ
り
、
適
切
な
開
設
時
間
が
設
定
さ

れ
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
し
て
会
議
や
研
修
会

な
ど
を
活
用
し
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
養
護
学
校
講
師
の
配
置
に
係
る
地

域
格
差
、
養
護
学
校
通
学
バ
ス
や
修
学
旅
行
・

遠
足
へ
の
看
護
師
な
ど
の
配
置
な
ど
も
質
問
）

荻
津
和
良
委
員
（
自
民
）　

近
年
の
水
田
農
業

は
、
米
価
格
の
低
迷
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
防
止
し
水
田
を
有
効
活
用
し
て
い
く

た
め
、
水
田
農
業
に
お
け
る
担
い
手
や
集
落
営

農
の
育
成
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

国
の
所
得
補
償
制
度
の
活
用
や
六
次
産

業
化
に
よ
り
儲
か
る
農
業
の
実
現
に
努
め
る
。

ま
た
、
無
利
子
融
資
や
機
械
・
施
設
へ
の
助
成

な
ど
と
と
も
に
、
収
益
性
の
高
い
転
作
作
物
の

導
入
を
推
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
震
災
な
ど
に
対
応
し
た
雇
用
対
策
、

被
災
住
宅
の
復
興
支
援
な
ど
も
質
問
）

12月20日、 関 彰
商事（株）から県議
会にAED※の寄贈
があり、議事堂1
階受付ロビーに設
置するとともに、
田山前議長から同
社代表取締役社長 
関正樹氏に対して
感謝状を贈呈しま
した。

 AEDの寄贈

写真右から関社長、田山前議長、
飯塚前副議長

県議会を傍聴しませんか
本会議が開かれているときに
は、傍聴することができます。
傍聴を希望される方は、県議会
議事堂の傍聴受付で傍聴券を受
け取って入場してください。
詳細について知りたい方は、県
議会事務局議事課にお問い合わ
せください。

お問い合わせ

予 算 特 別 委 員 会

神
達　

岳
志　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高
崎　
　

進　
（
公　
　

明　
　

党
）

先
﨑　
　

光　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

臼
井
平
八
郎　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
） 

島
田　

幸
三　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

細
谷　

典
男　
（
無　
　

所　
　

属
）

大
内
久
美
子　
（
日
本
共
産
党
）

菅
谷
憲
一
郎　
（
民　
　

主　
　

党
）

荻
津　

和
良　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

●
質
問
者

○平成 24年第 1回定例会から、代表質問・一般質問につ
いて、これまでの一括質問・一括答弁方式に加え、分割
質問方式※が導入されます。

○平成 24年第 1回定例会から、予算特別委員会について
インターネット映像中継を行うこととしました。生中継
に加え、委員会終了後は録画中継でもご覧になれます。
　なお、本会議については従前より中継しています。
○平成 23年第 4回定例会から、定例会終了後に「議案等
に対する各会派等の採決態度」を県議会ホームページに
掲載しています。

お知らせ

http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

常
任
委
員
会
提
言
等（
要
旨
）

茨城県議会 検 索

◆県ホームページのトップページからも県議会ホームページに
アクセスできます。

電　話　029-301-5634
ＦＡＸ　029-301-5629


